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(3) 1991年（平成3年）4月1日発行 （Na 236 号） (No. 236 号） 1991年（平成3年）4月1日発行 （2) 

(1) 

平成3年度（3年4 月 

ソ フ ト 事 業 

役場職員によるボランティア活動の推進 

役場全職員（104 名）で 「金田町役場職員活性化推進委員会」 を構成し、各種「ボランティア活 

動」を行ないます。 

主な内容としては 

① ―ふれあい美化運動― 

毎月第一土曜日（雨天の場合は第三土曜日）の午後から、町職員が行政区にはいって、ふれあ 

い美化運動を行ないます。 1年間で全行政区（山・川などを含みます）をまわる予定です。 

'‘決定” 4 月6 日 東・西金田、高見区全域にて、 

第一回目の ふれあい美化運動を行ないます。 

② 一各種 「イベント」 ー 

文化祭・納涼祭・恵美須祭など 

なお、文化祭に産業（農業・商工業）を加えて 「文化産業祭」 に発展させたらどうか、との案 
も出ています。今後、役場や商工会の間で活発な話し合いが行なわれます。 

③ ーサケ・コイ・シジミの放流と花いっばい運動の推進― 

この運動をはじめて2 年が経過しました。少しづつですが、この運動が定着し、大人と大人、 

大人と子供達のふれあいと活動の輪が着実に広がっており、 「ふれあいによる人づくり」が進み 
はじめました。 

/ \ 

(2 )( 「新しいまちづくり」 のための各行政区懇談会とシンポジウムの開催） 
＼ ノ 

旧産炭地からの一日も早い「脱却」と「自立」 を目標として、現在本町では石炭六法なき後の 

「新しい人づくりまちづくり」を検討しています。そのーつとして、 4 月より10月にかけて、各行 

政区・行政区婦人会、さらに福祉関係者との「まちづくり懇談会」を開催し、町、業界、町民総ぐ 

るみの新しいまちづくりの方向をめざします。 

懇談会が終了した段階で「まちづくりシンポジウム」を行うことを計画しています。 

(3 )（広 報 の 充実） 
＼ ノ 

現代は「情報化の時代」といわれています。町が発行する広報は「開かれた町政、わかりやすい 

役場」 を進めるためにも大きな意味をもちます。町内で予定されている各種行事、町政の動き、町 

民からの声、外部からの情報などをいち早く町民の皆様にお知らせしなければなりません。 

したがって、今年度より毎月、月初めに広報を発行し、四季折々に季刊号を、臨時に2 回の計18 

回の発行を計画しています。 

(4 ) ／各種町内案内板の設か 
＼ ノ 

公共物がたくさん建っていますが、案内板の不足で町外の方から 「金田町に行ってもわかりにく 

い、不親切だ」と苦情がでています。これをなくすため、庁舎、金田駅などに町全体の案内板の設 

置をはじめ、各公共施設の位置がわかりやすい案内板を設けることを計画しています。 

(5)（社会教育活動の推進う 
＼ ノ 

。下田川老人大学の開校 

。各種 「趣味の教室」の開催（健康・コーラス・俳句・短歌・書道・陶芸・料理・歌謡等） 

。町民体育祭・町民綱引大会・ふれあい駅伝・インディアカ大会などの各種スポーツ活動の推進 

。文豪「森鵬外」の文学記念碑の建立 及びグランドゴルフの普及 

。「文化連盟発足」にむけた準備や 「町民大学の開校」にむけた協議が進められています。 

。「少年の主張大会」 「少年のバス」などの行事を行い子供達の健全育成のための諸行事を予定。 

、 
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（広さは約2t 000 坪） 金田公園建設事業 w 
平成元年度に着工した金田公園は3 年度に完成、平成4 年4 月に完全オープンの予定です。 

（チビッコ広場、ゲートボールコート、テニスコート、多目的広場、洋式庭園、遊歩道やサクラを 

中心とした植栽） 

さらに、平成4 ・ 5 年度にかけて、より質度の高い施設を完備し、田川市郡のすべてが見える 

「県下一の眺望」 といわれる金田公園が完成されます。 
こ 

福祉センターの建設 ② 
ノ 

、 一参年の希望でありまレたネ，祉行政の「顔」となります福祉センターの建設を予定しています。建 

ノ 設予定地については、現在調査中です。 

福祉センターが建設されれば、その運営は金田町社会福祉協議会があたります。 こ 
（規模 32m×37m 360 坪） 勤労者体育館の建設 国 

金田町体育協会の発足以降、最近、スポーツ人口が急増しています。町としては町民の熱い要望 

にこたえるため勤労者体育館の建設に着工（平成3年3月）致しました。完成は平成3年9 月末を 

予定しています。また、町民球場を夜間、使用する際の 「ナイター設備」 を検討しています。 

駅裏歩道橋の建設 ④ 

神崎方面から平成筑豊鉄道金田駅を利用される方々から「ぐるっと回らなければ駅に行けない、 

不便です」 と苦情がでています。町は町民の要望にこたえるため、平成鉄道本社と協議を重ね、駅 

裏（町民会館側）から直接1番ホーム、 2 番ホームに行けるよう「歩道橋」 の建設を計画していま 

す。 

土木・鉱害復旧・失対諸事業の推進 国
 

石炭六法の期限切れまであとわずかです。マスコミ報道では 「最後の10年延長になるのではない 

か」といわれていますが、私達旧産炭地域住民にとって法律の内容はより一段と厳しくなることが 

充分予想されます。 

従って本町としては、鉱害復旧事業、失対諸事業、地域改善施設整備事業により道路の新設・改 

良、舗装工事、ボタ山災害防止、分譲団地工事などの推進に全力をあげます。 

“健康全開’' 

（温水プールにて） 

〔ふれあい青空

市場開設の検討が進められています） 

今、 「食文化の時代」 といわれています。その条件として、本物志向からくる 「安くて、新鮮で、 

安全」 な物でなくてはなりません。 

担当課である産業労働課では、今後農業関係者、農協、県農業改良普及所などと協議を重ねて 

「ふれあい青空広場」 を開設に向けて検討していきます。 
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(5) 1991年（平成3年）4月1日発行 （Na 236号） (Na 236 号） 1991年（平成3年）4月1日発行 （4) 

学 級 生 募 集 

記事の中で ①は開催日 ②は時間 ③は場所 ④は講師 ⑤は会費 

⑥は代表者名を示します。お問い合わせは教育委員会社会教育課まで。 

！
 

ー
 

陶

芸

教

室

 

！

 

ー
 

⑥⑤④③②① 

毎
週
火
・
水
曜
日
 

午
前
九
時
、
正
午
 

陶
芸
教
室
 

松
 

原
 

享
 

子
 

月
一
一
、
〇
〇
〇
円
 

井
 

上
 

次
 

雄
 

短

歌

教

室

 

ー
 

ー
 

⑥⑤④③②① 

藤月 阿金午毎 
月
第
二
・
四
水
曜
日
 

後
七
時
半
、
九
時
 

田
小
学
校
図
書
室
 

部
 

重
 

宏
 

一
、
〇
〇
〇
円
 

林
 

俊
 

信
 

a 

層
 

0
、， 

、ノ 

C
 

，
ヘ
ス
ン
《
く
 

) 
／

「

 

一~ 

俳

句

教

室

 

①
 

毎
月
第
一
・
三
金
曜
日
 

②
 

午
後
一
時
、
三
時
半
 

③
 

金
田
町
総
合
会
館
 

④
 

岩
 

井
 

鬼
 

童
 

⑤
 

月
一
、
〇
〇
〇
円
 

⑥
 

市
 

川
 

法
 

子
 

コ
ー
ラ
ス
教
室
 

ー
 

①
 

毎
週
木
曜
日
 

②
 

午
前
一
〇
時
、
正
午
 

③
 

金
田
町
総
合
会
館
 

④
 

大
 

塚
 

玲
 

子
 

⑤
 

月
一
、
五
〇
〇
円
 

⑥
 

犬
 

養
 

素
 

子
 

目

道

教

室

 

⑥ ⑤④③②① 

毎
週
木
曜
日
 

午
前
一
〇
時
、
正
午
 

金
田
町
総
合
会
館
 

島
 

本
 

湖
 

雲
 

月
一
、
〇
〇
〇
、
 

二
、
〇
〇
〇
円
 

桑
 

野
 

香
代
子
 

料

理

教

室

 

①
 

毎
月
一
一
回
・
火
曜
日
 

⑥⑤④③ 

相月 松金 

田
町
総
合
会
館
 

田
 

れ
い
子
 

一
、
〇
〇
〇
円
 

原
 

ゆ
か
り
 

廿
下
田
川
地
区
廿
 

◇
老
人
大
学
◇
 

①
 

毎
週
木
曜
日
 

②
 

教
養
講
座
 

午
前
一
〇
時
、
正
午
 

専
門
講
座
 

午
後
一
時
、
三
時
 

③
 

金
田
町
総
合
会
館
 

対
象
者
 

金
田
・
方
城
・
 

赤
池
・
糸
田
に
居
住
す
る
六
十
 

才
以
上
の
方
で
、
教
養
・
選
択
 

コ
ー
ス
の
全
学
習
時
間
を
通
じ
 

て
参
加
で
き
る
健
康
な
人
 

募
集
人
員
百
名
で
、
定
員
に
 

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

学
習
期
間
 

五
月
十
六
日
、
 

十
一
月
十
四
日
 

募
集
期
間
 

四
月
一
日
、
 

一
一
十
五
日
 

学
習
内
容
 

一
般
教
養
講
座
→
全
員
 

選
 

択
 

講
座
→
次
の
五
 

講
座
に
分
か
れ
て
受
講
 

し
ま
す
。
 

「
健
康
と
体
力
づ
く
り
」
 

「
民
謡
」
 

「
歌
謡
」
 

「
園
芸
」
 

「
陶
芸
」
 

注
意
 

教
養
講
座
は
必
修
で
す
。
 

選
択
講
座
は
一
科
目
し
か
 

受
講
で
き
ま
せ
ん
。
 

皿
子
（
父
攻
＆
1

●
な
む
壬
》
文
片
丁
・
か
」
、
文
文
又
1
7
一
、
ノ
戸
、
「
・
い
【
9

×
ー
レ
ー
h

日
レ
ど
受
す
る
八
ブ
く
り
一
 

ー
固
定
資
産
課
税
ー
 

台
帳
の
縦
覧
に
 

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
 

平
成
三
年
一
月
一
日
現
在
に
 

お
け
る
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
 

次
の
と
お
り
関
係
者
の
縦
覧
に
 

供
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
致
し
 

ま
す
。
 

記
 

o
縦
覧
期
間
（
二
十
日
間
）
 

四
月
一
日
、
二
十
日
 

た
だ
し
、
日
曜
日
、
第
一
一
 

土
曜
日
（
十
三
日
）
は
休
み
 

で
す
。
通
常
の
土
曜
日
は
、
 

正
午
ま
で
で
す
。
平
日
は
、
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
 

午
後
五
時
ま
で
で
す
。
 

o
縦
覧
場
所
 

役
場
税
務
課
 

ー
温
水
プ
ー
ル
ー
 

再
 
開
 

B
&
G

金
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

（
温
水
プ
ー
ル
）
の
プ
ー
ル
塗
 

装
補
修
工
事
が
去
る
三
月
二
十
 

三
日
に
終
り
、
二
十
四
日
午
後
 

一
時
よ
り
再
開
致
し
ま
し
た
。
 

長
期
間
に
わ
た
り
、
皆
さ
ん
に
 

ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
 

が
、
担
当
係
一
同
、
四
月
か
ら
 、

 

の
各
水
泳
教
室
の
開
講
に
む
け
、
 

準
備
し
て
い
ま
す
。
 

水
泳
教
室
入
会
者
募
集
 

△
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室
V
 

小
学
一
年
生
か
ら
中
学
 

三
年
生
ま
で
の
男
女
 

△
幼
児
水
泳
教
室
V
 

満
三
才
か
ら
六
才
ま
で
 

の
男
女
 

△
成
人
水
泳
教
室
V
 

八
婦
人
水
泳
教
室
V
 

と
も
に
年
令
制
限
 

あ
り
ま
せ
ん
。
 

入
会
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
・
 

入
会
金
（
て
〇
〇
〇
円
）
・
ス
 

ポ
ー
ッ
障
害
保
険
料
（
中
学
三
 

年
生
ま
で
は
年
間
三
六
〇
円
、
 

高
校
生
か
ら
は
同
一
、
一
〇
〇
円
）
 

を
忘
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
 

す。 な
お
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
 

人
は
、
受
付
窓
口
に
事
前
に
申
 

し
出
て
下
さ
い
。
 

お
問
い
合
わ
せ
は
 

金
田
温
水
プ
ー
ル
 

( 22 

）
五
八
」
ハ
八
 

ま
で
 

「
お
詑
び
と
訂
正
」
 

二
・
三
月
合
併
号
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
 

い
ま
し
た
」
の
記
事
中
、
香
典
返
し
と
し
 

て
寄
付
さ
れ
た
「
玉
井
玉
次
郎
」
さ
ん
は
 

「
玉
井
正
次
郎
」
 
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
 

お
詑
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
 

ー
平
成
筑
豊
鉄
道
ー
 

か
ら
の
お
願
い
 

①
 

踏
切
で
は
、
人
も
車
も
必
 

ず
一
旦
停
止
し
て
、
左
右
の
 

安
全
を
確
か
め
て
横
断
し
ま
 

し
ょ
”
つ
。
 

②
 

線
路
内
の
通
行
・
立
ち
入
り
 

は
危
険
で
す
。
絶
対
に
し
な
 

い
で
下
さ
い
。
特
に
子
供
達
 

に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

③
 

線
路
に
近
づ
い
て
工
事
を
 

行
う
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
 

平
成
筑
豊
鉄
道
開
 

(

 

22
 

）

 

一

 

〇
〇
〇
 

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

ー
国
民
健
康
保
険
ー
 

被
保
険
者
証
の
 

切
り
替
え
に
つ
い
て
 

次
の
と
お
り
、
国
民
健
康
保
 

険
証
の
切
り
替
え
を
、
三
月
一
一
 

十
七
日
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
だ
終
え
て
い
な
い
方
は
、
 

印
鑑
を
持
っ
て
お
出
で
下
さ
い
。
 

切
り
替
え
手
続
き
、
お
問
い
 

合
せ
は
、
 

住
民
課
国
保
年
金
係
 

ま
で
 

ゴミの収集日 
収集日は、間違えないように 

そして、前日に出さずに指定日 

に出しましょう。 

（犬や猫にねらわれます） 

〇
燃
え
る
コ
ミ
（
毎
週
）
 

（月） 火
 

（木） （水） 金
 

高
見
区
・
西
金
田
 

上
金
田
・
平
原
団
地
 

東
上
、
東
中
組
 

人
見
成
竹
・
成
竹
団
地
 

松
崎
・
西
下
組
・
四
区
 

堀
川
団
地
・
堀
川
 

三
区
・
亀
の
甲
団
地
 

県
営
金
田
団
地
 

神
崎
（
一
ご
一
）
・
太
陽
 

福
吉
・
福
丸
・
七
十
石
 

福
丸
団
地
・
若
草
団
地
 

小
豆
田
団
地
・
南
木
三
 

東
金
田
（
上
、
中
組
）
 

宝
見
・
人
見
 

人
見
ケ
丘
・
人
見
団
地
 

南
木
（
一
、
二
）
 

お花見マナー 

f
］分のコミは自分で持ち帰リましよつ 

〇
燃
え
な
い
ゴ
ミ
（
毎
月
）
 

第
一
土
曜
 

高
見
区
・
西
金
田
 

上
金
田
・
平
原
団
地
 

東
金
田
・
堀
川
 

第
一
一
土
曜
 

三
区
・
亀
の
甲
団
地
 

県
営
金
田
団
地
・
四
区
 

成
竹
団
地
・
堀
川
団
地
 

第
三
土
曜
 

宝
見
・
人
見
 

人
見
ケ
丘
 

南
木
（
一
、
一
一
）
 

第
四
土
曜
 

神
崎
（
一
、
一
一
）
・
福
丸
 

福
吉
・
七
十
石
・
太
陽
 

小
豆
田
団
地
 

若
草
団
地
・
福
丸
団
地
 



(7) 1991年（平成3年）4月1日発行 (Na 236号） (Na 236号） 1991年（平成3年）4月1日発行 （6) 

1 9 9 1年（平成3年）4 月 
日 曜日 時 間 場 所 行 事 担 当 部 署 ご 家 庭 で の 1］ 事 備 考 

1 

一

 

月
 

8 : 30-- 教育委員会 
地域改善対策による高校、天学互う奨学資金aうラ 
受付及び相談 

- 

学校教育課 

福祉課 

税務課 

~ー一ー 

9 : 30-' 

8 : 30--'17 : 00 

各保育所 

金田町役場税務課 

入所式 

固定資産課税台帳縦覧（20日まで） 

2 火 

3 水 

4 木 13 】 30----14 : 30 金田町役場 1才6ケ月検診 福祉課 

5 金
 

10 : 00-- 金田小・中学校体育館 hム 半 二二f" 
メIコ フに ．」ー、 各 学校教育課 

9 】 00-li 】 00 総合会館 胃がん検診 行 福祉課 

6 土 13 : 00'-16 : 00 東・西金田、高見区 空き缶・空き瓶拾い 政 
福祉課・金田町活性化 
推進委員会 

世界保健デー ⑦ 日 7 : 00-18 : 00 金田小学校体育館 県知事・県会議員選挙投票日 区 衝務課奪 

花まっり 
（又リ 月

 

10 : 00--' 金田中学校体育館 金田中学校入学式 毎 学校教育課／、 

f言y籍’ 10 : 00-' 狂犬病予防注射 の 

ハ〕J 火 

10 : 00- 狂犬病予防注射 
1 

福祉課 

10 : 00- 金田小学校体育館 金田小学校入学式 ま 学校教育課 

13 : 30-14 : 30 町民会館 ッべルクリン ち 福祉課 

婦人週間（- 16日） 10 水 金田町役場議事堂 農業委員会 づ
 

産業労働課 

11 木 
13 : 30-14 : 30 
19 : 30-

町民会館 
総合会館 

BCG 接種 
体育振興協議会総会 く 

福 祉課 
社会教育課 

12 金 歓迎遠足 り 金田小学校 

13 ① 13 : 30 --- 総合会館 青少年育成町民会議総会 懇 社会教育課 

ポスト愛護週間（-20日） ⑩ 日 談 

科学技術週間（-25日） 15 月 会 

16 火 8 : 30-17 : 00 金田町役場議事堂 町会議員選挙告示 
I 総務課 

17 水 開 

×フ j 発明の日 18 木 催 

19 金 10 : 00-li: 00 金田町役場 乳児相談 ノへ 極祉課呈 切手趣味週間（-25日） 

20 土 企 

J’ッ 、、一 

逓信記念日・郵便週間（'-'26日） 

② 日 7 : 00-18 : 00 金田小学校体育館 町会議員選挙投票日 画 総務課 

22 月
 

9 : 30--'12 : 00 総合会館 子宮・乳ガン検診 開 福祉課 

家庭訪問（30日まで） 発 金田小学校 

23 火 修学旅行（26日まで） 課 金田中学校 みどりの週間（-29日） 

24 水
 

10 : 00-15 : 00 役場（2階）集会室 心配ごと相談 
、一／ 

福祉課 

13 : 30-14 : 30 
19 : 30'--

総合会館 3 才児一斉検診 
地区公民館及び体育部長会議 

福 祉課 
社会教育課 

25 木 

26 金 10 : 00-13 】 00 総合会館 健康教室 福祉課 

上野焼陶器まっり（-29日） 27 ① 
⑩ 日 

みどりの日 ⑩ 月 

30 火 金田町役場住民課 国民健康保険証の切替（最終日） 住民課 (3月27日～) 

※ ①は役場が休みの土曜日です。 
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爵織 

ー
老
齢
福
祉
年
金
を
ー
 

け 

受
け
て
い
る
 

み
な
さ
ん
へ
 

四
月
に
老
齢
福
祉
年
金
を
受
 

と
っ
た
ら
、
国
民
年
金
証
書
 

を
提
出
し
ま
し
ょ
ー
つ
H
【 

今
年
か
ら
八
月
の
ほ
か
に
、
 

四
月
に
も
国
民
年
金
証
書
を
国
 

民
年
金
係
へ
提
出
し
て
い
た
だ
 

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
 

は
、
な
く
し
や
す
か
っ
た
特
別
 

証
書
を
廃
止
し
て
、
差
額
分
を
 

含
め
て
国
民
年
金
証
書
に
記
入
 

す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
 

四
月
十
一
日
以
降
、
郵
便
局
 

で
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
と
っ
 

た
ら
、
国
民
年
金
証
書
を
忘
れ
 

ず
に
 住

民
課
国
保
年
金
係
へ
 

提
出
し
て
下
さ
い
。
 

～
ー
ョ
×
“
喝
一
．
ー
 

ー
事
業
主
の
 

み
な
さ
ん
へ
 

労
働
保
険
の
適
用
事
業
場
は
、
 

毎
年
労
働
保
険
の
年
度
更
新
が
 

必
要
で
す
。
 

事
業
主
の
み
な
さ
ま
は
、
平
 

成
2

年
度
の
保
険
料
を
清
算
す
 

る
た
め
の
確
定
保
険
料
と
平
成
 

3
年
度
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
 

付
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

申
告
・
納
付
に
つ
い
て
、
現
 

地
集
合
・
納
付
相
談
を
次
の
日
 

程
で
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
 

だ
さ
い
。
 

①
受
付
相
談
日
 

四
月
二
二
日
（
月
）
 

五
月
一
三
日
（
月
）
 

②
受
付
場
所
 

田
川
公
共
職
業
安
定
所
 

③
受
付
時
間
 

午
前
一
〇
時
、
 

午
後
一
五
時
半
 

お
問
い
合
わ
せ
は
 

福
岡
県
労
働
部
 

雇
用
保
険
課
 

〇
九
一
一
（
町
）
 

一 
一 
一 
一 

ま
で
 

.
 

［
旧
軍
人
一
時
恩
給
ー
 

一
時
金
未
請
求
の
 

ー
皆
様
へ
］
 

傷
病
恩
給
等
を
除
く
旧
軍
人
 

恩
給
制
度
は
戦
後
一
時
廃
止
と
 

な
り
ま
し
た
が
、
昭
和
二
八
年
 

に
復
活
し
、
そ
の
後
対
象
者
の
 

拡
大
が
図
ら
れ
、
現
在
で
は
実
 

役
（
戦
地
等
の
加
算
年
は
含
み
 

ま
せ
ん
）
が
三
年
以
上
あ
っ
た
 

方
に
は
、
在
職
期
間
が
普
通
恩
 

給
（
年
金
と
し
て
給
付
さ
れ
る
 

恩
給
）
に
到
達
し
な
く
て
も
、
 

一
時
恩
給
、
 

一
時
金
と
い
う
制
 

度
の
給
付
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
給
付
制
度
に
つ
き
 

ま
し
て
は
、
対
象
者
の
請
求
に
 

基
づ
い
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
 

い
ま
す
の
で
、
請
求
を
希
望
さ
 

れ
る
場
合
は
、
役
場
福
祉
課
か
 

きm 

ら
履
歴
申
立
書
を
受
取
り
、
終
 

戦
当
時
に
本
籍
地
が
あ
っ
た
都
 

道
府
県
庁
あ
て
直
接
送
付
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
支
給
金
額
は
、
 

一
時
 

恩
給
は
お
お
む
ね
一
五
、
一
五
〇
 

円
か
ら
一
一
〇
、
〇
〇
〇
円
程
度
、
 

一
時
金
は
一
五
、
〇
〇
〇
円
、
 

そ
れ
ぞ
れ
一
度
限
り
の
支
給
で
 

す。 お
問
い
合
わ
せ
は
 

福
岡
県
民
生
部
援
護
課
 

〇
九
二
（
町
）
 
一 
一 
一 
一 

又
は
 

役
場
福
祉
課
 

1． 飼い犬は絶対に放し飼いにしない。 

2． 朝タの散歩、運動は必ず引き綱をする。 

3． 捨て犬をしない。 

4． 不用になった犬は、田川保健所又は役場衛生係 

（毎週水曜日朝9 時までに）つれて来て下さい。 

町内各地区に仕掛けています捕獲器にかかった 

場合は、飼い犬・野良犬にかかわらず田川保健所 

につれていき、処分をいたします。 

域交通安全活多舞鱗員委嘱f龍、拭 

t 交通安全活動推進委員となられた 

写真左より 
中川光雄さん、森 種重さん、柴田鉄男さん 

の3 名です。 

ま 
で 

r
各
種
教
室
の
 

開
催
案
内
 

県
立
嘉
穂
病
院
よ
り
次
の
よ
 

う
な
各
種
教
室
開
催
の
連
絡
が
 

ち
多
万
，
召
→
一
，
ー
 
た
ビ
ノ
コ
鯛
召
，
ョ
て
r

.z

、I
ー
一
 

、

，

 

犬
を
放
し
飼
い
×
一
 

し
な
い
で
、
一
 

飼
犬
の
放
し
飼
い
に
 

よ
る
被
害
や
苦
情
が
多
く
発
生
 

し
て
い
ま
す
。
飼
い
主
に
と
っ
 

て
愛
犬
で
も
、
他
人
に
は
狂
犬
 

と
な
っ
て
襲
い
か
か
る
こ
と
も
 

あ
り
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
 

場
合
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
 

よ》つ0 

交通安全活動推進委員 

スタート〉 

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
 

ま
す
。
 

こ
の
教
室
は
、
長
期
に
わ
た
 

る
リ
ウ
マ
チ
、
糖
尿
病
、
呼
吸
 

器
疾
患
等
の
治
療
効
果
の
促
進
 

と
あ
わ
せ
て
、
地
域
医
療
の
ニ
 

ー
ズ
に
答
え
る
た
め
に
、
毎
年
 

四
月
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

o
リ
ウ
マ
チ
教
室
 

（
四
月
、
九
月
 

6
回） 

o
糖
尿
病
教
室
 

（
四
月
、
九
月
 

12 

回） 

o
呼
吸
器
教
室
 

（
四
月
、
九
月
 

6
回） 

い
ず
れ
も
 

受
講
料
は
 

無
料
で
す
。
 

お
問
い
合
わ
せ
は
 

〇
九
四
八
（
 22 

） 

」
七
四
〇
 

ま
で
 

ー
法
定
労
働
時
間
の
ー
 

短
 

縮
 

平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
、
 

一
週
の
法
定
労
働
時
間
は
 

「週 
44
 

時
間
」
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

一
定
の
業
種
、
規
模
の
事
業
 

場
に
つ
い
て
は
、
ニ
ケ
年
適
用
 

が
猶
予
さ
れ
て
い
ま
す
。
但
し
 

規
模
九
人
以
下
の
商
業
・
保
健
 

衛
生
業
・
接
客
娯
楽
業
を
除
き
、
 

そ
の
外
の
事
業
場
に
つ
い
て
は
 

jJ 

道路交通法の改正により、 

左写真の方が選ばれました。 

主な仕事は、駐車対策等の 

広報啓発活動、自主交通安全 

対策の協力・要請活動、交通 

問題を解決するための相談活 

動などです。 

地域の皆さんのご支援とご 

協力をク 

I 

先生の指導の下、初めて 

乗車券を買う園児達l 
に
・
和
葛
◆
市
去
A
舎
二
，
書
A
油
崎
‘
I

り
い
 

最
低
限
「
週
四
六
時
間
」
は
適
 

用
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
 

さ
い
。
 

事
業
場
で
は
、
週
休
2

日
制
 

の
採
用
、
所
定
労
働
時
間
の
短
 

縮
な
ど
に
よ
り
、
労
働
時
間
制
 

度
の
見
直
し
、
就
業
規
則
の
変
 

更
を
要
し
ま
す
。
早
急
な
取
り
 

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

お
問
い
合
わ
せ
は
 

田
川
労
働
基
準
監
督
署
 

( 42 

）
〇
三
八
〇
 

ま
で
 

一

 

r
海
技
免
状
の
 

更
新
と
引
換
え
 

L
 

海
技
免
状
の
有
効
期
間
は
 

五
年
で
す
。
有
効
期
間
満
了
 

日
以
前
一
年
の
間
に
更
新
を
 

受
け
な
い
と
免
状
は
失
効
し
 

ま
す
。
免
状
が
失
効
し
た
方
 

は
、
失
効
再
交
付
講
習
を
受
 

講
し
再
交
付
申
請
を
行
っ
て
 

下
さ
い
。
 

2
 

昭
和
五
一
年
一
〇
月
一
日
 

か
ら
昭
和
五
八
年
四
月
二
九
 

日
の
間
に
取
得
し
た
旧
様
式
 

の
四
級
小
型
船
舶
操
縦
士
免
 

状
は
、
所
定
の
期
間
に
新
様
 

式
の
免
状
に
引
換
え
て
下
さ
 

い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
 

九
州
運
輸
局
船
員
部
 

船
舶
職
員
課
 

〇
九
三
（
卿
）
八
〇
九
四
ま
で
 

一m

鴛
「
屍
m

‘
二
二
舞
警
一
「
一
 

或
哩
農
埼
叱
喝
ざ
」
「
」
n
君“『 

〈
初
め
て
だ
よ
 

キ
ッ
プ
を
買
っ
た
の
は
〉
 

三
月
十
三
日
に
、
神
崎
保
育
 

所
園
児
達
が
、
田
川
市
の
石
炭
 

記
念
公
園
へ
遠
足
に
行
き
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
初
の
試
み
と
し
て
 

園
児
た
ち
に
、
切
符
の
買
い
方
 

の
実
技
を
し
ま
し
た
。
 

園
児
達
は
、
小
銭
を
入
れ
て
 

ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
、
券
が
出
て
 

き
ま
す
の
で
、
 

一
言
、
 

「
誰
か
中
に
い
る
の
？
」
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⑨
金
田
公
民
館
地
平
俳
句
会
 

春
の
雪
は
ら
ふ
肩
よ
り
老
は
じ
ま
る
 

講
師
 

荒
東
風
の
海
真
向
ふ
に
曽
良
の
墓
 

裏
木
戸
に
は
ら
ふ
音
し
て
雪
の
下
駄
 

椅
子
残
り
解
か
れ
し
家
に
春
立
て
り
 

は
ろ
ば
ろ
と
風
の
吹
き
ゆ
き
冬
終
る
 

し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
束
の
間
の
夢
く
じ
を
買
ふ
 

山
茶
花
の
紅
の
流
れ
の
瀬
音
か
な
 

風
に
舞
ひ
雨
に
奏
で
て
春
一
番
 

笛
の
音
の
刻
動
か
ざ
る
寒
稽
古
 

大
海
の
熱
吸
ひ
つ
く
し
山
眠
る
 

ひ
と
り
来
て
梅
い
ち
り
ん
の
風
の
中
 

祈
り
よ
り
は
じ
ま
る
ひ
と
日
麦
青
む
 

岩
井
 

鬼
 

童
 

花
石
 

か
ほ
る
 

田
村
 

君
 

子
 

沖
田
 

ト
ミ
エ
 

日
比
生
 

利
子
 

津
部
 

三
由
紀
 

永
尾
 

喜
美
江
 

市大原香末 
月 継 

冨久 

子香 

美
恵
子
 

堀
 

マ
サ
エ
 

川
 

法
 

子
 

⑥
中
央
公
民
館
短
歌
教
室
 

い
っ
し
ん
に
暗
く
雀
ら
を
遊
ば
せ
て
 

鎮
守
の
杜
の
朝
明
け
早
し
 

も
く
せ
い
の
花
掃
き
を
れ
ば
わ
が
髪
に
 

ま
た
も
降
り
く
る
黄
な
る
小
花
が
 

く
る
く
る
と
橿
色
の
虫
に
似
て
 

風
な
き
庭
に
木
犀
の
散
る
 

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
ね
と
花
東
が
 

ユ
ー
。
ハ
 
ッ
ク
に
て
嫁
よ
り
と
ど
く
 

茅
葺
の
屋
根
も
苔
む
し
厳
か
な
 

皇
大
神
宮
に
妻
と
額
か
づ
く
 

編
集
の
苦
労
は
な
に
も
つ
げ
ら
れ
ず
 

第
五
歌
集
が
手
許
に
届
く
 

こ
の
妻
に
や
さ
し
き
言
葉
も
か
け
ぬ
う
ち
 

共
に
七
十
の
坂
を
越
象
る
き
 

歌
集
な
り
て
拙
な
き
吾
の
歌
な
れ
ど
 

先
づ
は
見
せ
む
と
吾
子
に
届
け
ぬ
 

阿
部
 
重
 

宏
 

三
村
 

和
 

子
 

岡
野
 
富
司
生
 

小
野
 

と
め
子
 

藤
林
 

俊
 

信
 

井
手
元
智
恵
子
 

植
木
 
武
 

文
 

千
手
 
佐
起
子
 

ーな 

(Na 236 号） 1
 

月
 

4
ュ 

。
 

な水を求めて．ク 
田川地区水道企業団 

、
 

、v きれ 溶
接
の
火
花
の
中
に
浮
び
た
る
 

ひ
げ
 

髭
の
真
白
き
同
僚
の
横
顔
 

地
ひ
び
き
を
た
て
て
崩
え
ゆ
く
わ
が
家
に
 

両
手
を
あ
わ
す
別
れ
惜
し
み
て
 

帰
り
ぎ
わ
に
し
げ
し
げ
と
顔
を
み
つ
め
つ
つ
 

ま
た
来
い
よ
と
唯
そ
れ
だ
け
を
 

庭
す
み
の
梅
の
つ
ぼ
み
は
ほ
こ
ろ
び
て
 

植
魚
し
主
の
帰
り
を
待
ち
る
る
 

伝
統
の
獅
子
楽
を
舞
ひ
し
若
者
の
 

面
を
脱
ぎ
た
る
笑
顔
た
く
ま
し
 

生
き
て
ゆ
く
想
ひ
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
わ
し
て
 

師
走
の
街
を
買
物
に
ゆ
く
 

金
色
の
銀
杏
大
下
の
下
に
停
ち
 

た
 

わ
れ
を
見
送
り
し
祖
母
の
顕
つ
秋
 

j
，ノ
・ 

佐
竹
 
喜
久
雄
 

加
治
 
智
 

子
 

存
又
刀
一
 

）基一 

・も 

、り．《火 

月

 

L
'
'
 

上
京
 
安
 

子
 

福
田
 

昌
 

市
丸
 
須
磨
子
 

山
口
 

倭
 

子
 

き
れ
い
な
水
を
供
給
、
将
来
 

の
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
 

田
川
地
域
の
広
域
的
水
道
整
備
 

計
画
が
、
水
道
法
の
定
め
に
基
 

づ
き
、
十
二
月
県
議
会
で
議
決
 

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
だ
ち
 

水
道
施
設
整
備
を
行
う
金
田
町
 

ほ
か
一
市
三
町
で
構
成
さ
れ
る
 

田
川
地
区
水
道
企
業
団
は
県
の
 

支
援
を
得
て
、
水
源
の
確
保
、
 

取
水
、
導
水
、
送
水
等
の
専
用
 

施
設
の
整
備
計
画
を
着
々
と
す
 

す
め
て
い
ま
す
。
 

こ
の
水
源
は
、
県
営
伊
良
原
 

ダ
ム
（
犀
川
町
、
平
成
十
二
年
 

度
完
成
予
定
）
に
求
め
る
こ
と
 

に
な
っ
て
お
り
、
ダ
ム
建
設
促
 

進
、
ダ
ム
完
成
ま
で
の
水
源
確
 

保
に
つ
い
て
、
昨
年
か
ら
一
市
 

四
町
の
首
長
と
企
業
団
が
国
及
 

び
県
当
局
と
交
渉
を
重
ね
て
、
 

よ
う
や
く
昨
年
末
に
見
通
し
が
 

つ
き
ま
し
た
。
 

当
町
で
も
、
送
水
管
の
埋
設
 

工
事
が
、
神
崎
地
区
堀
川
、
古
 

谷
線
を
皮
切
り
に
始
ま
り
ま
し
 

た。 

（
写
真
）
 

将
来
、
私
達
が
飲
む
水
は
、
 

伊
良
原
ダ
ム
か
ら
企
業
団
の
浄
 

水
場
を
経
て
こ
の
送
水
管
を
通
 

り
、
配
水
池
に
送
ら
れ
、
皆
様
 

に
一
層
き
れ
い
な
、
お
い
し
い
 

水
の
供
給
が
で
き
る
よ
う
に
な
 

り
ま
す
。
 

第
四
回
金
田
町
少
年
の
主
張
大
会
①
 

（
平
成
三
年
ニ
月
四
日
に
 

意
見
発
表
さ
れ
た
分
）
 

未
来
に
は
世
の
中
を
平
和
に
 

金
田
小
 

中
 

原
 

奈
 

緒
 

私
達
は
今
は
、
子
供
で
す
が
、
 

未
来
に
な
る
と
大
人
で
す
。
で
 

す
か
ら
大
人
に
な
っ
て
戦
争
が
 

起
こ
る
と
、
楽
し
い
は
ず
の
も
 

の
も
、
戦
争
で
奪
わ
れ
、
な
く
 

な
っ
て
い
き
ま
す
。
 

戦
争
は
、
と
て
も
こ
わ
く
、
 

恐
し
い
も
の
で
す
。
昔
、
戦
争
 

の
こ
と
、
原
爆
の
こ
と
を
、
学
 

校
の
先
生
や
祖
母
や
、
祖
父
に
 

ど
ん
な
、
戦
争
だ
っ
た
の
か
を
、
 

聞
き
ま
し
た
。
祖
母
は
、
戦
争
 

は
、
と
て
も
こ
わ
い
も
の
、
だ
 

か
ら
も
う
一
一
度
と
、
あ
ん
な
こ
 

と
は
、
し
た
く
な
い
、
な
ど
と
 

言
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
同
じ
で
 

す。 八
月
六
日
頃
に
な
る
と
、
 
テ
 

レ
ビ
な
ど
で
、
原
爆
と
戦
争
の
 

こ
と
の
、
テ
レ
ビ
が
、
あ
り
ま
 

し
た
。
見
た
時
、
戦
場
で
倒
れ
 

て
い
る
人
々
や
血
だ
ら
け
の
人
 

を
見
た
と
き
、
い
く
ら
戦
争
だ
 

か
ら
と
い
っ
て
、
殺
さ
な
く
て
 

も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
、
 

そ
こ
ま
で
し
て
人
々
を
殺
さ
な
 

く
て
も
、
と
思
う
場
面
が
と
て
 

も
多
く
映
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
 

れ
に
、
原
爆
な
ど
を
使
っ
て
人
 

々
を
苦
し
め
て
ま
で
し
て
続
け
 

る
こ
と
は
、
ど
う
し
て
な
の
か
 

私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
 

で
も
未
来
に
は
、
戦
争
な
ど
 

を
し
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
 

れ
は
、
み
ん
な
そ
う
で
す
。
 

も
、
今
現
在
戦
争
を
行
な
っ
 てで 

い
る
国
が
あ
り
ま
す
。
よ
そ
の
 

国
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
、
日
本
 

は
イ
ラ
ク
か
ら
石
油
を
輸
入
し
 

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
石
油
 

が
な
く
な
る
と
、
今
は
絶
対
に
 

必
要
な
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ボ
イ
 

ラ
ー
な
ど
ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
 

あ
り
ま
す
。
 

で
す
か
ら
、
よ
そ
の
国
だ
か
 

ら
私
に
は
関
係
な
い
、
な
ど
と
 

思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
 

も
し
思
っ
て
い
た
り
し
て
い
る
 

人
は
、
考
え
直
し
て
も
ら
い
た
 

い
と
思
い
ま
す
。
同
じ
地
球
人
 

で
す
。
考
え
る
の
は
、
当
り
前
 

で
す
。
地
球
人
同
志
で
無
視
な
 

ど
す
る
こ
と
は
、
お
か
し
い
と
 

私
は
思
い
ま
す
。
も
し
友
達
同
 

志
が
け
ん
か
を
し
ま
す
。
近
く
 

の
人
達
は
止
め
に
い
き
ま
す
。
 

あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
。
勇
 

気
あ
る
人
な
ら
止
め
る
で
し
ょ
 

う
。
勇
気
が
あ
っ
て
も
止
め
な
 

い
人
が
い
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
 

ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か
。
私
は
 

も
ち
ろ
ん
正
し
い
人
に
な
り
た
 

い
で
す
。
勇
気
が
な
く
と
も
、
 

そ
の
気
持
を
忘
れ
た
く
は
あ
り
 

ま
せ
ん
。
そ
の
気
持
を
そ
の
ま
 

ま
に
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
 

す。 そ
し
て
、
こ
の
気
持
を
私
だ
 

け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
人
に
伝
 

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
 

す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
人
 

の
気
持
を
わ
か
り
あ
え
た
ら
い
 

い
未
来
が
生
れ
て
く
る
で
し
ょ
 

・つ 
。
 そ

れ
に
犯
罪
の
な
い
世
の
中
 

。 

に
し
て
い
き
た
い
と
、
私
は
思
 

い
ま
す
。
 

人
そ
れ
ぞ
れ
な
ど
と
み
ん
な
 

言
い
ま
す
が
、
み
ん
な
の
心
は
 

同
じ
良
い
こ
と
に
気
持
を
動
か
 

し
て
も
ら
い
た
い
。
 

何
年
か
前
の
ニ
 
ュ
ー
ス
の
事
 

で
す
。
幼
女
殺
人
事
件
が
あ
っ
 

た
時
で
す
。
幼
女
が
次
か
ら
次
 

へ
と
、
さ
ら
わ
れ
て
い
く
と
い
 

う
事
件
で
す
。
も
う
犯
人
は
つ
 

か
ま
り
ま
し
た
が
、
あ
の
事
件
 

は
、
と
て
も
残
酷
続
き
な
こ
と
 

を
し
て
い
ま
し
た
。
な
の
に
つ
 

か
ま
っ
て
も
、
平
気
な
顔
で
し
 

た
。
私
は
、
そ
の
顔
を
見
る
と
 

頭
に
き
ま
し
た
。
幼
い
子
を
殺
 

し
て
、
平
気
だ
な
ん
て
、
か
わ
 

い
そ
う
だ
な
あ
、
も
っ
と
．
一
緒
 

に
友
達
と
遊
ん
だ
り
、
ま
だ
い
 

ろ
い
ろ
し
た
か
っ
た
ろ
う
な
あ
 

な
ど
考
え
て
い
く
た
び
に
頭
に
 

き
ま
し
た
。
 

こ
ん
な
人
が
い
っ
ぱ
い
に
な
 

る
と
世
の
中
が
、
か
わ
り
は
て
 

て
い
く
と
私
は
思
い
ま
す
。
で
 

も
変
わ
っ
て
い
く
の
で
も
同
じ
 

変
わ
っ
て
い
く
の
で
も
、
二
つ
 

あ
り
ま
す
。
 

一
つ
の
方
は
、
悪
 

い
方
に
変
わ
っ
て
い
く
の
と
、
 

と
て
も
良
い
心
を
広
げ
て
い
く
 

人
と
ど
ち
ら
が
良
い
で
し
ょ
“
つ
 

か
。
や
は
り
ど
ち
ら
で
も
い
い
 

人
な
ん
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
 

み
ん
な
正
し
い
方
、
悪
い
方
か
 

見
分
け
が
で
き
る
人
達
、
だ
か
 

ら
こ
そ
こ
こ
で
、
良
い
、
悪
い
 

見
わ
け
つ
い
て
い
て
、
ほ
し
い
 

で
す
。
幼
女
殺
人
事
件
の
人
は
 

悪
い
良
い
の
見
分
け
が
つ
か
な
 

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 
つ
く
 

の
が
あ
た
り
前
で
す
。
私
達
で
 、

 

さ
え
つ
く
の
で
す
か
ら
。
 

で
も
戦
争
は
人
々
を
殺
し
て
 

い
く
の
に
、
な
ぜ
犯
罪
に
な
ら
 

な
い
ん
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
 

そ
れ
が
知
り
た
い
で
す
。
ど
ん
 

な
に
国
が
認
め
て
も
、
殺
す
の
 

は
や
っ
ぱ
り
犯
罪
で
す
。
戦
争
 

だ
か
ら
人
を
殺
し
て
い
い
、
戦
 

争
だ
か
ら
犯
罪
を
お
こ
し
て
い
 

い
と
い
う
こ
と
は
、
何
が
な
ん
 

で
も
お
か
し
い
こ
と
で
す
。
 

何
故
こ
ん
な
こ
と
し
て
、
犯
 

罪
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

私
は
知
り
た
い
で
す
。
 

原
爆
で
何
十
万
人
と
い
う
人
 

が、 

一
瞬
に
し
て
死
ん
で
い
っ
 

た
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
 

れ
も
犯
罪
の
一
部
で
は
な
い
で
 

し
ょ
う
か
。
 

未
来
に
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
 

と
を
な
く
し
て
い
き
、
人
々
の
 

た
め
、
そ
し
て
自
分
の
た
め
に
 

生
き
て
ゆ
き
た
い
。
そ
し
て
、
 

悪
い
良
い
の
区
別
を
つ
け
、
決
 

し
て
間
違
わ
ず
に
、
生
き
て
い
 

き
た
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
人
を
思
い
や
る
心
 

を
も
っ
と
も
っ
と
持
ち
た
い
と
 

私
は
思
い
ま
す
。
 

教
育
長
の
感
想
、
講
評
は
 

次
頁
に
あ
り
ま
す
。
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感 

相
心
〉
 

田
中
教
育
長
 

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
戦
争
が
 

現
在
イ
ラ
ク
を
中
心
に
し
て
あ
 

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
 

て、 

「
今
」
あ
な
た
は
ど
う
考
 

え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
 

分
の
子
供
を
殺
し
た
り
、
他
人
 

の
子
供
を
平
気
で
殺
し
た
り
す
 

る
今
の
日
本
の
世
の
中
を
 
「ど 

う
す
れ
ば
」
よ
い
と
思
う
の
で
 

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
あ
な
た
の
 

言
う
 
「
犯
罪
」
と
は
人
間
の
ど
 

う
い
う
行
動
を
言
う
の
で
し
ょ
 

う
か
。
 

世
の
中
に
は
、
 

「
良
い
心
の
 

人
」
と
 
「
悪
い
心
の
人
」
の
一
一
 

種
だ
け
が
あ
っ
て
、
そ
の
 
「悪 

い
心
の
人
」
が
な
く
な
れ
ば
、
 

す
ぐ
平
和
に
な
れ
る
の
で
し
ょ
 

う
か
。
悪
い
事
を
し
た
人
が
、
 

裁
判
に
か
け
ら
れ
て
「
死
刑
」
 

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
裁
 

判
を
す
る
の
も
人
間
で
す
。
死
 

刑
と
い
う
も
の
も
人
が
人
を
殺
 

す
こ
と
で
す
ね
。
 

こ
れ
か
ら
、
あ
な
た
方
は
、
 

こ
ん
な
 
「
人
間
が
み
ん
な
で
平
 

和
に
生
き
て
い
く
」
た
め
の
大
 

き
な
「
し
く
み
」
と
い
う
も
の
 

（
政
治
と
か
社
会
と
か
）
を
し
 

っ
か
り
知
っ
て
身
に
つ
け
て
い
 

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ー
日
中
友
好
 

「
九
州
青
年
の
船
」
 

福
岡
県
団
員
募
集
 

o
実
施
時
期
 

八
月
二
五
日
、
九
月
五
日
 

o
訪
問
国
 

中
華
人
民
共
和
国
 

（
上
海
、
北
京
、
天
津
）
 

o
募
集
人
員
 

班
長
 

三
人
 

（
男
子
二
人
女
子
一
人
）
 

一
般
団
員
 

四
三
人
 

（
男
子
一
一
十
一
人
 

女
子
二
十
三
人
）
 

o
年
齢
 
班
長
 

二
六
、
三
五
才
 

一
般
団
員
 

一
一
〇
、
一
一
九
才
 

学
校
で
の
勉
強
は
そ
の
為
で
 

す
。
い
つ
ま
で
も
「
な
ぜ
だ
ろ
 

う
」
と
考
え
る
態
度
を
忘
れ
な
 

い
で
下
さ
い
。
こ
の
作
文
も
、
 

そ
の
意
味
で
は
よ
く
考
え
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
 

A
鱗
紺
 

艇
 

雌
 

心
ン
 

(
 

災
 

o
負
担
金
 

七
三
、
〇
〇
〇
円
 

（
班
長
は
免
除
）
 

o
使
用
船
 

新
さ
く
ら
丸
 

（
一
七
、
三
八
九
t

) 

o
募
集
期
間
 

四
月
一
日
、
五
月
一
五
日
 

お
問
い
合
わ
せ
は
 

福
岡
県
企
画
振
興
部
 

県
民
生
活
局
 

青
少
年
対
策
課
 

〇
九
二
（
叫
）
四
七
四
〇
 

ま
で
 

ー
船
員
遣
族
の
ー
 

皆
さ
ん
へ
 

職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
商
船
 

の
殉
職
船
員
遺
児
へ
援
護
金
が
 

支
給
さ
れ
ま
す
。
出
生
か
ら
高
 

等
学
校
を
通
常
の
期
間
に
よ
り
 

卒
業
す
る
ま
で
の
期
間
。
 

一
人
月
額
 

六
、
〇
〇
〇
円
 

（
平
成
三
年
四
月
分
か
ら
 

一
人
月
額
八
、
〇
〇
〇
円
〕
 

お
問
い
合
せ
は
、
 

助
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
 

〇
三
（
」
hml
四
）
〇
六
」
ハ
ー
ー
 

ま

で

 

編 集 後 記 

初めての毎月発行分の編集 

が終了しました。年度初のた 

め、連絡事項等が多く、写真 

を多用できませんでした。 
次回は 「まちづくり懇談会」 

についての記事とリサイクル 

についても特集したいと思い 

ます。 
（お願い）春号で道路側の花 

など“花’’ を特集します。 

あなたの眼に残る花がありま 
したら、教えて下さい。 

また、温かい話、耳寄りな 

話など 
情報を 

企画開発課 

まで 

お寄せ下さ 
い0 

即、おうかがいします。 

、I、島隠、 

卒業記念にリンゴ植樹 

（嘉穂町フルーツ共和国より贈られたものです） 
金田中の三年生（137 人）が卒業前の14日、校門わきに 
ンゴを植樹しました。 
“リンゴの木の下の同窓会もいいものですね。’' 

n
ノ 


